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る｡ 我々はこれか ら出勢 して不純物振動数i･こ対する上下限を種々の方法で求め
る｡ 1個の同位原子不純癖を含む 1次元格子の不純物振動数の上下限を ,最近
接相互作用および次近接相互作用の場合につき ,defectregionの大きさを
変え ,まだいくつかの異なる方法によって求め ,これ らをDeanの方法によっ










































































































TodaとKogure は更に対称な直交行列 を用いて直交変換を行なった :
Xl- DX ,
ン′
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これは不純物それ自身をdefect region,のこりを regular regionと考
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但 しa'S は regular region.の ,COo はdefectregionの ,何れも固定端




















｣ = 2γ -γ -γ ､
r1 2 r -r




























??? ???? ?? ? ? ?
?㍗?
?













､､･､､､ ､､､::＼工 ､ヽ ヽヽ ヽヽ .ヽ＼
､､､守 ＼＼ここ:::i;tI:: ITr;ヽ ヽ
｣ γ2＼-f､2γ
K K′
･γ1'=面 ,γ2'ニ二 面 ･
Toda-Kogure変換を行なったあとの行列 DADは最近接相互作用のとき
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i)AD= ノー壷
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である｡
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とができる｡ これを出発点として Iterativeな方法 ,叉は不等式を直接解 く
方法によって次第によい上下限を求めてゆくのである. 以下defect region










2 ) (12)からわかるようにAs はdefelCtregionとregularregion
の間の相互作用を表わす.｡､従って,2つ の領域の問の相互作用を切ることによっl◆._













5)次に級数和内のh2 を上のようにして得られた下限で ,雪 をregular
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めように与えられるから,次の2つの場合が存在する
5
日 B!+>鴨 (M′< 言M-0･625M)のと喪
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である｡
i) Bi+ < (塊 (M′>0･625M)のとき
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の方がよい上限を`与えるO
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が得 られ る｡次 に上で得られた下限を塵いて
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こ こ で ,
N N
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であるから不純物に関与 しない｡従って級数和El はB2の単調減少関数 ,M′
の単調増加関数である｡ その最大値は92-4γ1(M′-M)のとき ,最小値は92
- - (M′-0)のとき得られる｡
zlma又-EIM′=M-(B2 - 2γ1 -
=｢1












これを用いて β之 の2次不等式 ,及びその解として β2 の上限が得られる｡
2r12 2γ12
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(皇)M′-1T4Mのとき
L 二一.9,. -B苧es.!- ･AB2.A A
ⅠIi qlニ=4.19516992+-4.65p81174.444948-0:0550.55 0.4449480.2= 277-087 占 ~p' ｣57592 .4 677 5占1~05ロ.
〔5〕 次近接相互作用 ,1個くりぬきの場令 (K/K二 1/4)o
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則原子の質量に近い程良い上限が得られる. また ,1偲くりぬきに対 しては











ることが必ず しも椿度の改良と結びつかない｡ しか し実際問題としては高 々有
効数字 5桁日まで一致 した上下限を得れば十分であり,その範関においては多
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この問題をsuggest された堀淳一先生 ,激励をたまわったDean博士 ,
および有益な討論をして下さった合田正毅 さんほやゝ北大物性理萄研究室の方
々に厚 くお礼申しあげます｡
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